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家族という拠り所

奈良県　智辨学園奈良カレッジ中学部　一年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(べっしょ),別所)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆうま),優磨)
　僕は母と妹の三人で暮らしている。母は泊まりのある仕事をしていて、泊まりで帰ってこない日は、近くに住む祖母に助けてもらいながら生活をしている。年末年始等には東京から母の姉夫婦が帰ってきて、僕や妹と一緒に遊んでくれる。これが僕の大切な家族で、僕が小さい頃からずっと側にいて見守ってきてくれた。だから、今の僕がある。
　僕が考える明るい社会とは、家族という人間にとって一番核となる社会環境が充実している社会だ。なぜなら、人間としてこの世に生を受け、初めて知る社会が「家族」でありそこでの日々の積み重ねがその人の人格形成や考え方、生き方に多大な影響を及ぼすからである。
　僕が考える家庭環境の「充実」には三つの要件がある。
　一つ目は、「心安らげる場所であること」である。
　最近、DVや児童虐待、高齢者虐待などの身近な社会での犯罪に関するニュースが後を絶たない。家族という最も安心でき、心安らげる場所であるべき社会環境の中で暴力等の不安に怯えながら暮らしていると、必ずいつか心が悲鳴をあげ、心身に何らかの不調を来たしてしまうに違いない。
　先日起きた電車内での殺人未遂事件の犯人は、逮捕後、「幸せな女性を見ると殺してやりたくなる。」等と話していた。凶悪な事件を犯したこの犯人も、初めからそんな考えを持っていなかったはずで、何かきっかけとなる出来事があったから、そのような考えを持つようになったのではないだろうか。そのきっかけが何か僕には分からないが、犯人に荒んだ心を和ませてくれる居場所があれば、結果は変わっていたのではないかと思う。
　二つ目は、「お互いを認め合い、許し合える場所であること。」
　僕は家で手伝いや勉強をせずにいて母にきつく叱られたり、言い合いになることもある。でも、少し時間が経てば、母はいつも通り僕に笑顔で接してくれるし、変わらず美味しいご飯を作ってくれる。母は僕が失敗をしても笑い飛ばしたり、アドバイスをくれたりして、いつも僕を見守り、励まし、味方でいてくれる。これが僕の家族だ。
　人は誰しも失敗をする。大事なのは失敗をした原因を考え、同じことを繰り返さないことだ。その時、周りの助けが必要であれば、お互いに助け合ったり、手を差し伸べ合えるのが家族の良さだ。失敗から立ち上がり、一歩踏み出せるのは、勇気と周りの人の支えがあるからこそである。
　三つ目は「感謝の気持ちを忘れないこと。」である。
　僕はまだ子供で、今は日々、祖母や母に助けてもらってばかりいる。でも、それを決して当たり前と思わず、感謝の気持ちを忘れてはいけない。なかなか面と向かって言葉では伝えられないので、僕はなるべく「ありがとう」という言葉を口にするように意識している。母も、僕が手伝いをすればいつも「ありがとう。」と言ってくれる。家族であってもお互いに感謝する気持ちを忘れてはいけない。僕が考える「充実」は社会の枠組みが大きくなっても根本は変わらないのではないかと思う。例えば、家族の次に身近な社会の学校でもこの三つの条件は当てはまる。つまり、一人ひとりが安心して学べる居場所であること、お互いに認め合い、高め合える場所であること、そして属する人々お互い感謝の気持ちを持つこと、この三つがあってはじめて皆が充実した学校生活を送れる。
　もっと大きな枠組みの日本社会でも同じことが言える。一人ひとりが心の拠り所を持ってお互いに認め合い、許し合い、立ち直りを支え合える社会、そして感謝の気持ちを忘れない社会であれば、犯罪や非行も今よりずっと少なくなると僕は考える。そして、この三つの条件を成り立たせるスタートは家族に他ならない。
　今の時代、家族の形は人それぞれで必ずしも血のつながりがない場合もあるかもしれない。でも、一人ひとりが家族と言える存在の人や居場所を持てることが大事ではないだろうか。人は一人では生きてはいけない。三つの条件を満たす「家族」という場所を拠点に一人ひとりが自分の夢や希望に向かって前向きに生きていける社会になれば、社会はより明るくなるのではないかと僕は考える。
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